
 

第１回 と畜場の制度に関する研究会  

議事概要 

 

１ 日 時  令和８年 10月５日（月）14：55～16：05 

２ 場 所  農林水産省第３特別会議室 

３ 出席者 

（構成員） 

本川共同座長、道野共同座長、梅田構成員、大野構成員、加藤構成

員（オンライン）、北村構成員、高橋構成員、原田構成員（オンライン）、

伏見構成員、森田構成員（オンライン）、山本構成員、横田構成員 

（厚生労働省） 

今川食品監視安全課長 

（農林水産省） 

谷村畜産局長、木下畜産局審議官、真島食肉鶏卵課長 

４ 議事の概要 

（１）と畜場をめぐる情勢について、資料２に基づき事務局から説明。 

（２）と畜場の制度に関し、意見交換を実施。各構成員から出された主な

意見は、次のとおり。 

・ と畜検査が食肉の安全性の確保や信頼の根幹であることを前提

に、輸出関連業務等によると畜検査員の業務量増加や、検査を担

う公務員獣医師が不足している状況等を踏まえ、と畜検査の在り

方を検討する必要があるのではないか。 

・ と畜検査の在り方の検討にあたっては、食鳥検査制度や海外の

事例を参考にするとともに、AI等の新技術の活用も検討するべき

ではないか。 

・ 公務員獣医師の確保については、近年、職員に占める女性の割

合が高まっていることから、ワークライフバランスに配慮しなが

ら、と畜検査業務を含む公務員獣医師の仕事の魅力や、やりがい

を高めることが必要ではないか。 

・ 地方自治全体の課題の一環として、と畜検査業務の自治体間で

の連携や広域化も検討することが必要ではないか。 

・ と畜場の老朽化が進行する中、施設整備への支援は不可欠だが、

併せて、再編の問題や、ランニングコストも含めた施設整備後の

運営についても議論することが必要ではないか。 

以上 


